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１ はじめに  

 オーディオパワーアンプの基本的な設計では、既に説明したように、初段差動回路への負帰還によ

る SEPP 中点（出力）電位の 0V 化とドライブ段のロードユニット設計が重要であり、この設計技術

をご理解されたものとして、本編では、ダーリントン接続、クロスオーバスイッチング歪、3 極真空

管志向ドライブにより、アンプを更にハイグレード化するＳＦＳＦＳＦＳＦアンプアンプアンプアンプ※※※※設計設計設計設計技術技術技術技術を解説します。 

 日常、実際に使用するハイグレードアンプとして、本編の設計を取り入れ、他にないアンプを自作

して楽しんで下さい。 

※ＳＦ：Stabilized feedback （安定帰還） 

 

 また、標準出力電圧が小さい機器を入力にするなどのため利得を大きくしたい、ホールのような広

い部屋で使用するため大出力化を図りたいなどの場合に向けて、ドライブ回路の強化方法を解説しま

す。解説量は、プッシュプルドライブが多くなっていますが、複雑なため記述量が増えているだけで、

シンプルで効果的なダーリントンドライブでの製作をお勧めします。また、大出力化される場合には、

当然ですが、使用トランジスタの耐電圧、最大電流、定格電力に余裕を持たせるとともに、実装設計

では放熱に十分留意して下さい。 

 

なお、本稿で解説するＳＦＳＦＳＦＳＦアンプアンプアンプアンプ回路技術回路技術回路技術回路技術（（（（平成平成平成平成 22222222 年年年年実用新案登録実用新案登録実用新案登録実用新案登録））））は、本教材購入の個人的利

用に限り使用を許諾するものであり、製品への適用をお考えの場合には、「問い合わせ窓口」にご相談

下さい。 
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